
 

 

戦略産業育成 

 

⑭九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（現：九州環境エネルギー産業推進機構）（Ｋ-ＲＩＰ） 

「海外展開支援プラットフォーム構築による環境ビジネス創出支援事業」（2016 年経済産業大臣） 

 

受賞理由：公害を克服してきた経験及び高度な環境技術保有企業の集積といった、九州地域の

高いポテンシャルを生かし、産学官連携による環境産業の創出を支援。特に、国内環境産業の

成熟化に伴う企業の海外展開ニーズに応えるため、ＡＳＥＡＮ地域を中心にニーズの把握や参

入可能性等の発信、海外の政府関係機関等と官民協議によるプラットホーム構築、現地環境プ

ロジェクトへの参入や海外企業とのビジネスマッチングの組成等の支援等により、海外事業展

開に伴い企業が直面する課題に顕著な成果を生み出している。 

 (実施者) 

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（Ｋ-ＲＩＰ） 

（事業の背景及び経緯） 

・ 九州地域は、北九州、水俣などの環境汚染を経験し、克服することにより培った高度な環

境技術等が蓄積しており、環境ビジネスに取り組む企業が多数存在している。九州地域環

境・リサイクル産業交流プラザ（以下、Ｋ-ＲＩＰ）は、環境分野の産学官ネットワーク

組織として、平成 11 年に設立、地域が保有する多様な技術やノウハウを活かし、環境ビ

ジネスの新事業創出等の企業支援を実施している。 

・ 環境産業の国内市場の成熟化に伴い、会員企業のアジア展開ニーズが高まり、平成 20 年

頃から、中国・韓国との環境産業交流事業に着手。多数の環境関連企業の中国・韓国への

進出をサポートしている。近年は、中国・韓国との環境産業交流事業の実績と、会員企業

からの対象国拡大の声を踏まえ、都市化・工業化により環境ニーズが急速に高まっている

ASEAN 地域への展開に取り組んでいる。 

 (事業内容) 

・ 会員企業の海外展開ニーズを調査し、リストを作成。その企業の技術・ノウハウをディレ

クトリー化して蓄積し、海外からのニーズに素早く対応できる体制を整えている。 

・ また、１社では対応できないニーズに対しては数社でチームワークが構成できるよう研究

会を開催している。 

・ さらに、Ｋ－ＲＩＰは、海外の政府関係機関等との官民協議を積み重ね、環境産業交流の

枠組み（プラットフォーム）を構築し、地域企業による現地環境プロジェクトへの参入や

海外企業とのビジネスマッチングの組成を行っており、これまで、「水浄化システムの中

国・大連市への進出」や「次世代型省エネ空調システムの中国・ASEAN 地域への事業展開」

など多くの九州企業が海外環境ビジネスの組成に繋がった実績があり、ASEAN 地域へ活動

の対象国を拡大している。 

(成果) 

・中国、韓国においては、Ｋ-ＲＩＰが、韓国産業団地公団、中国大連市、山東省環境保護庁

との環境産業交流に係る MOU を締結。これを足がかりに、環境ビジネスミッション団の派遣



 

 

やコーディネーターの個別支援により 10 件以上の企業間 MOU の締結に繋がっている。また、

平成 25 年度から取組を本格化させた ASEAN 地域での取り組みについては、平成 27 年 7 月ま

でに、水処理分野で 1件、エネルギー分野で 1 件、廃棄物リサイクル分野で 1 件の環境プロ

ジェクト組成に関する企業間 MOU の締結を支援、ベトナムでは水処理関連プロジェクトに係

る現地法人の設立や廃棄物リサイクル関連の企業間 MOU の締結、インドネシアでは駐在事務

所の設置等についての支援を行っている。 

・なお、国内における環境ビジネス支援事業も含めれば、平成 25 年度と平成 26 年度の実績と

して、参加企業によるビジネスマッチング支援は、商談件数 208 件（うち成約 35 件）、9 億

円を超える売上増加の効果を得ている。 

 

(事業に取り組み苦労したこと) 

環境ビジネスは、相手国・企業側の環境ニーズの把握から始まり、案件の具体化まで綿密

な打合せ、作り込みを必要とするケースが多く、海外の政府関係機関や現地企業との協議に

おいて、担当コーディネーターの渡航、電話・メール等によるコミュニケーションのみでは、

情報が途絶えるケースが多かった。 

このため、グローバル人材（マレーシア：九工大留学経験者、ベトナム：九州及びベトナ

ムに活動拠点を持つコンサルタント）を配置して個別案件のフォローを行っていく機動的な

支援体制を構築することができている。 

(事業の成功要因) 

産業交流の枠組みを構築するだけでとどまらず、環境プロジェクト組成を支援するための枠組

を進出先政府関係機関と構築したこと。具体的には、マレーシアにおいて、「水処理」「エネルギー」

「廃棄物リサイクル」の３つの環境課題について協議するタスクフォースをそれぞれ設置し、必

要に応じて担当コーディネーターがグローバル人材も活用しながら個別サポートを行うハンズ

オン型の支援を行っている。 

産学官で交流の入口を切り拓き、具体的な案件組成が可能となるスキームを構築できたことに

より、官民協議の実施、現地課題に関する詳細なニーズ情報の収集、信頼おける現地パートナー

企業の発掘が可能となり、コーディナーターが企業に寄り添ってサポートを行うことが中小企業

による海外の環境プロジェクトへの参入、海外展開の具体化を支援することができた大きな成功

要因である。 

 



 

 

【受賞後の取組について】 

 

受賞後の主な取組 

 既存の ASEAN 地域への展開支援に加えて、東アジア地域への展開に関しても、より企業に寄り

添った、ハンズオン型の支援に注力している。また、このような中で、K-RIP 自体がエネルギー

分野の企業を取り込んで組織改編を行い、環境・エネルギー分野を包括する企業ネットワーク組

織として生まれ変わった。（新組織名：九州環境エネルギー産業推進機構／K-RIP） 

 

（マレーシア） 

 ネットワーク型 

 従来のネットワークに加えて、マレーシアにおける大規模開発プロジェクト、「イスカンダル

計画」への参画をにらみ、現地の支援組織と K-RIP で環境・エネルギー産業交流に係る MOU を締

結した。今後、このネットワークを活用して、現地でのプロジェクトの組成・あるいは参画を図

る。 

ハンズオン型 

 現地における石炭火力発電所から排出される石炭灰のリサイクルに関して、現地カウンター

パートナーの発掘や交渉を支援し、パイロットプロジェクトの組成に関して支援を続けている。 

 

（ベトナム） 

 ネットワーク型 

 従来の活動において生まれてきたパートナーシップから、現地における一次産業分野に係るパ

イロット試験が始動している。今後は対象地を広げて、新たなネットワークの構築を行う。 

 ハンズオン型 

 ネットワーク型の支援により現地法人を設立した企業の現地におけるアライアンス体制の強

化支援を行っている。現地での共同受注体制の構築や製造パートナーの確保等、より深堀した支

援を行っている。 

 

 （台湾） 

 ネットワーク型 

 新南向政策等の取組を踏まえ、九州・台湾連携による台湾＋ASEAN 市場獲得のためのネット

ワーク構築を行っている。 

 ハンズオン型 

 ネットワーク型を深化させ、台湾現地での水処理プロジェクト獲得支援を行っている。 

さらに、これを足掛かりに、より広域的なマーケット獲得を見据えている。 

 


